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四
月
二
十
日
㈯
に
本
宮
市
の
福
島
県
家
畜
市
場
に
て
、
福
島
県
酪
農
青
年
研
究

連
盟
主
催
（
福
島
県
後
援
）「
第
五
十
回
福
島
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

審
査
長
に
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
長
の
矢
内
清
恭
氏
、
審
査

員
に
シ
―
メ
ッ
ク
ス
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
社　

プ
ロ
ダ
ク
ト　

ア
ク
イ
ジ
シ
ョ
ン　

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト　

ポ
ー
ル
・
ト
ラ
ッ
プ
氏
を
お
迎
え
し
、厳
正
な
る
審
査
を
行
っ

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
須
賀
川
市
の
熊
谷
愛
さ
ん
、
郡
山
市
の
前
川
優
衣
さ
ん

の
お
二
人
に
デ
イ
リ
ィ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
と
し
て
、
今
回
の
大
会
に
華
を
添
え
て
頂

き
ま
し
た
。

　

出
品
区
分
を
六
部
制
に
て
開
催

さ
れ
た
今
回
の
大
会
で
は
、
県
内

各
地
よ
り
四
十
二
頭
が
出
品
さ

れ
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
牛
の
改
良

促
進
に
必
要
な
飼
養
管
理
と
乳
牛

に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
蒙
を
図

り
、
酪
農
経
営
の
合
理
化
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
会

員
同
士
・
仲
間
同
士
が
参
加
し
、

終
日
活
気
に
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
ジ
ュ

★ 

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

★

　
●
経
産
牛
の
部

　
　
ハ
イ
ロ
ー
ド
　
バ
ー
ス
デ
ー
　
エ
ル
セ
レ
ー
ヌ
　
号

福
島
市
　
鈴
　
木
　
奨
　
悟
　
氏

　
●
未
経
産
牛
の
部

　
　
T
ユ
ニ
オ
ン
　
ク
ラ
ツ
シ
ユ
　
エ
ミ
リ
ー
　
号

本
宮
市
　
㈱
T
・
ユ
ニ
オ
ン
デ
ー
リ
ィ

福島県酪農青年研究連盟主催

第50回福島県ホルスタインショー開催！！

50

来 賓 祝 辞
福島県農林水産部畜産課長

森口 克彦 様

主催者挨拶
酪青連

斎藤 忠義 会長
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ニ
ア
シ
ョ
ー
に
は
元
気
な
子
供
た

ち
十
三
名
が
参
加
し
、
自
分
よ
り

体
の
大
き
な
牛
を
一
生
懸
命
に
引

き
な
が
ら
、
ち
び
っ
子
リ
ー
ド
マ

ン
と
し
て
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
表

情
で
立
派
に
牛
た
ち
を
リ
ー
ド
し

て
い
ま
し
た
。

　

子
供
か
ら
大
人
ま
で
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
シ
ョ
ー
を
き
っ
か
け
に
交
流

す
る
場
、
切
磋
琢
磨
す
る
場
と

し
て
、
今
後
も
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

シ
ョ
ー
を
開
催
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

審
査
の
結

果
、
経
産
牛

の
部
に
お
い

て
、
福
島
市

の
鈴
木
奨
悟

さ
ん
出
品
の

「
ハ
イ
ロ
ー

ド　

バ
ー
ス

デ
ー　

エ
ル

セ
レ
ー
ヌ

号
」
が
、
未

経
産
牛
の
部
に

お
い
て
本
宮
市

の
株
式
会
社

Ｔ
・
ユ
ニ
オ
ン

デ
ー
リ
ィ
さ
ん

出
品
の
「
Ｔ
ユ

ニ
オ
ン　

ク

ラ
ツ
シ
ユ　

エ
ミ
リ
ー
号
」

が
、
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ョ
ー
で
は
、

矢
吹
町
の
鈴
木

琉
聖
く
ん
（
小

五
）
が
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
栄
光
に
輝

き
ま
し
た
。ま
た
、ベ
ス
ト
シ
ョ
ー

マ
ン
賞
は
、
泉
崎
村
の
木
目
澤 

初
実
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
各
部
の

審
査
結
果
は
表
の
通
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
も
例
年
ど
お
り
、

県
酪
女
性
部
や
ま
び
こ
会
に
準
備

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
豚
汁
を
昼

食
と
し
、
子
供
た
ち
を
対
象
と
し

た
ビ
ン
ゴ
大
会
も
開
催
さ
れ
、
お

昼
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ー
は
、
今

年
で
五
十
回
目
の
開
催
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
開
催
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
皆
様
の
ご
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
改
め
て
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今

後
も
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ー
を
末

永
く
続
け
て
い
け
ま
す
よ
う
、
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ジュニアショー風景審　査　風　景

左から
　通　訳：株式会社野澤組　田中 一平 氏
　デイリープリンセス：須賀川市　熊谷 愛 さん
　審査長：福島県農業総合センター 畜産研究所長　矢内 清恭 氏
　審査員：シーメックス・アライアンス社 プロダクト アクイジション スペシャリスト
　　　　　　　ポール・トラップ氏
　デイリープリンセス：郡山市　前川 優衣 さん

ジュニアショー
グランドチャンピオン

鈴木 琉聖 くん
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《《《《《《《 第50回福島県ホルスタインショーチャンピオン褒賞名簿 》》》》》》》
● 審 査 長：矢内　清恭  氏（福島県農業総合センター畜産研究所　所長）
● 審 査 員：ポール・トラップ  氏（シーメックス・アライアンス社　プロダクト　アクイジション　スペシャリスト）
● 通　　訳：田中　一平  氏（株式会社野澤組）
● 共進会場：福島県家畜市場（本宮市関下）42頭出品　　　　　　　　　　　　　　　期日：平成31年 4 月20日

区　　　分 出品
番号 名　　　　号 父　　　　牛 生年月日 住所 氏　　名

グランド
チャンピオン

経 産 牛 502 ハイロード　バースデー　エル
セレーヌ

クラスデール　バンクロール　
ET H27.12.24 福島市 鈴木　奨悟

未経産牛 113 Tユニオン　クラツシユ　エミ
リー マーベリツク　クラツシユ H30. 7 .10 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

リザーブ
チャンピオン

経 産 牛 601 シルバー　フオーゼ　リリー スタークマツクス　0-STYLE 
フオーゼ　ET H26. 8 .24 泉崎村 木目澤初実

未経産牛 202 ヒルトンステージ　MC　エレク
トラ

デスー　BKM　マツカチエン
1174　ET H30. 4 .12 福島市 鈴木　奨悟

チャンピオン

第 一 部 113 Tユニオン　クラツシユ　エミ
リー マーベリツク　クラツシユ H30. 7 .10 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

第 二 部 202 ヒルトンステージ　MC　エレク
トラ

デスー　BKM　マツカチエン
1174　ET H30. 4 .12 福島市 鈴木　奨悟

第 三 部 304 イワノー　シンパテイコ　ジー
ニー

ダイマンソルム　エス　シンパ
タイコ　ET H29.11. 6 鏡石町 福島県立岩

瀬農業高校

第 四 部 403 Tユニオン　クラツシユ　エリ
シア マーベリツク　クラツシユ H29. 3 .17 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

第 五 部 502 ハイロード　バースデー　エル
セレーヌ

クラスデール　バンクロール　
ET H27.12.24 福島市 鈴木　奨悟

第 六 部 601 シルバー　フオーゼ　リリー スタークマツクス　0-STYLE 
フオーゼ　ET H26. 8 .24 泉崎村 木目澤初実

ベストアダー

第 四 部 403 Tユニオン　クラツシユ　エリ
シア マーベリツク　クラツシユ H29. 3 .17 本宮市 ㈱ Ｔ・ユ ニ

オンデーリィ

第 五 部 502 ハイロード　バースデー　エル
セレーヌ

クラスデール　バンクロール
ET H27.12.24 福島市 鈴木　奨悟

第 六 部 601 シルバー　フオーゼ　リリー スタークマツクス　0-STYLE 
フオーゼ　ET H26. 8 .24 泉崎村 木目澤初実

ベスト
プロダクシン

第 五 部 503 サークルバレー　アイオーン　
ブラツク

ミツドフイールド　CCM　アイ
オーン H27.11.17 矢吹町 円谷　真也

第 六 部 605 TOM　ウインドブルツク　リー ジレツト　ウインドブルツク　
ET H24.12.17 石川町 添田　駿兵

ベスト
ショーマン 泉崎村 木目澤初実

ジュニアショー
グランドチャンピオン 矢吹町 鈴木　琉聖

未経産牛の部　Tユニオン　クラツシユ　エミリー 号
本宮市　㈱ T・ユニオンデーリィ

経産牛の部　ハイロード　バースデー　エルセレーヌ 号
福島市　鈴　木　奨　悟　氏

グランドチャンピオン
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四
月
九
日
㈫
福
島
県
農
業
総
合

セ
ン
タ
ー
「
大
会
議
室
」
に
て
、

福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟
第

四
十
七
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
斎
藤
会
長
よ
り
挨

拶
し
、
次
に
福
島
県
農
林
水
産
部

畜
産
課 

森
口
克
彦
課
長
、
生
乳

生
産
者
団
体
を
代
表
し
、
福
島
県

酪
農
業
協
同
組
合 

宗
像
実
代
表

理
事
組
合
長
よ
り
来
賓
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
北
酪
農
研
究
会
の

安
斎
敏
明
氏
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、提
出
議
案
の
議
案
第
一
号「
平

成
三
十
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
書
承
認
に
つ
い
て
」
議
案

第
二
号
「
平
成
三
十
一
年
度
（
令

和
元
年
度
）
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
書

承
認
に
つ
い
て
」
議
案

第
三
号
「
平
成
三
十
一

年
度
（
令
和
元
年
度
）

会
費
の
賦
課
並
び
徴

収
方
法
に
つ
い
て
」
議

案
第
四
号
「
規
約
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
は

全
て
原
案
通
り
可
決

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
に

お
い
て
、
酪
青
連
で
は

第
四
十
九
回
福
島
県

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ー
の
開
催
か

ら
始
ま
り
、「
大
切
な
人
に
牛
乳

（
ち
ち
）
を
贈
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
お
い
て
福
島
県
産
牛
乳
の

安
心
・
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、「
食
」

と
「
命
」
の
大
切
さ
を
学
ぶ
場
を

提
供
す
る
「
う
つ
く
し
ま　

も
～

も
～
ス
ク
ー
ル
」
の
開
催
、
酪
農

発
表
大
会
の
開
催
、
昨
年
に
引
き

続
き
県
の
事
業
を
活
用
し
た
「
酪

青
連
後
継
者
支
援
研
修
会
」
を
実

施
す
る
な
ど
、
多
く
の
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年

度
）
に
お
い
て
も
、
会
員
相
互
の

親
睦
と
情
報
交
換
を
通
し
、
本
県

酪
農
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

標
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
福
島

県
産
の
牛
乳
や
乳
製
品
を
「
安

心
」
し
て
消
費
者
が
飲
む
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
力
を

合
わ
せ
、
積
極
的
に
県
産
牛
乳
の

「
安
全
性
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
に

参
加
し
、「
福
島
県
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
シ
ョ
ー
」
を
は
じ
め
、
酪
農
理

解
と
食
育
を
推
進
す
る
「
う
つ
く

し
ま　

も
～
も
～
ス
ク
ー
ル
」
な

ど
の
事
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
参

り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
を

担
う
若
手
会
員
や
避
難
生
活
の
続

く
会
員
と
と
も
に
、
福
島
県
の
酪

農
復
興
へ
向
け
て
、
新
た
な
活
動

や
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

ま
た
、
酪
青
連
通
常
総
会
後
に

福
島
県
酪
農
協
青
年
部
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
提
出
議

案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟

通
常
総
会
開
催

第47回

斎藤 忠義 会長
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去
る
四
月
十
日
㈬
や
ま
び
こ
会

第
二
十
八
回
通
常
総
会
が
、
本
宮

市
本
組
合
会
議
室
に
於
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
福

島
県
農
林
水
産
部
畜
産
課 

森
口

克
彦
課
長
、
福
島
県
酪
農
業
協
同

組
合 

宗
像
実
組
合
長
、
酪
王
乳

業
㈱ 

鈴
木
伸
洋
専
務
、
酪
青
連  

斎
藤
忠
義
会
長
、
生
産
部 

岩
谷 

宏
部
長
が
ご
臨
席
く
だ
さ
い
ま 

し
た
。

　

議
事
に
入
る
前
に
平
成
三
十
年

度
の
ひ
ま
わ
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
優

秀
作
品
に
対
し
て
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
、
平
成

三
十
一
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
三
十
一
年
度
も
引
き
続

き
消
費
者
へ
の
牛
乳
乳
製
品
や
酪

農
に
対
す
る
理
解
醸
成
活
動
・
や

ま
び
こ
会
研
修
会
・
環
境
美
化
運

動
を
さ
ら
に
推
し
進
め
な
が
ら
、

県
酪
青
連
事
業
や
東
北
酪
青
女
事

業
の
参
加
協
力
な
ど
の
各
種
事
業

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
の
、
積
極

的
な
事
業
へ
の
参
加
と
、
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
三
十
年
度
計
画
の
中

で
、
や
ま
び
こ
会
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
作
成
が
あ
げ
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
一
年
間
協
議

し
よ
う
や
く
完
成
い
た
し
ま
し

た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

や
ま
び
こ
会
通
常
総
会
開
催

福田 祐子 会長
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令和元年度生産奨励対策事業のご案内について令和元年度生産奨励対策事業のご案内について

　令和元年度の生産奨励対策事業が、４月24日理事会で決定されましたのでご案内します。

　乳用雌牛（後継牛）は全国的に増加傾向にありますが、後継牛不足は未だ解消されず、初妊牛価格は

依然高値相場が続いています。組合では、皆さまの経営安定のため、昨年に続き、「自ら後継牛を生産

し確保すること」に重点を置いた生産奨励対策を実施することとしました。

　育成牛舎が無い方は若齢預託・北海道預託事業をご活用下さい。育成牛に余剰が有れば組合の乳牛市

場をご活用ください。

　和牛受精卵移植や交雑種生産で個体販売を求めることは大事ですが、必要な後継牛を自家産で残すこ

ととのバランスが大切です。ホル雌子牛を増産しましょう!!

　併せて、高齢者を対象としたアンケート結果をふまえ、労働負担軽減機械設備のバーンクリーナー導

入に対し助成をすることとしました。

目的：乳用雌牛不足により高止まりしている乳用牛相場に対して、乳用後継牛を自ら生産確保し、安定した
酪農経営を継続するため、乳用雌子牛の増産を目的とする。

内容：乳用性選別雌精液授精又は乳用性判別雌受精卵移植の実施に対して、10,000円／回（定額）を助成
する。（予算12,000千円）

　　　全組合員に対して一定の割合で助成配分額を個別通知し、年度末に未使用分が有る場合は再配分を実
施する。（北海道預託への授精・移植も含む）

【１】乳用後継牛緊急確保対策・乳用性判別精液等交配促進事業（継続）

目的：Ｊミルクが実施する乳用後継牛の増産に対する事業に対して組合が上乗せ助成し、乳用雌子牛を増産
することを目的とする。

内容：Ｊミルク事業に参加し乳用牛（オス含む）の出生が前年より３％以上増加した場合に、50,000円以
内／頭（変動）を助成する。（予算10,000千円）

　　　※平成30年度実績：Ｊミルク事業20,000円／頭、組合事業40,000円／頭

【２】乳用後継牛増頭対策事業（継続）

目的：労働負担の大きい堆肥搬出を機械化（バーンクリーナー）することで、酪農の継続を後押しすること
を目的とする。

【３】労働負担軽減対策事業（新規）

6
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性判別精液は、推奨融解方法で受胎率アップを図りましょう！

事業体毎の推奨融解方法
※特に融解温度の厳守が重要です！

　凍結精液は、融解する過程でダメージを与える有害温度域（－40℃～－15℃）を素早く通過させる
必要があり、特に性判別精液はこの有害温度域に弱いため、事業体毎にデータに基づき融解温度と時間
を設定しています。
　利用に当たっては、推奨融解温度と時間を厳守し、授精師等に依頼する場合でもこれらの厳守をお願
いして受胎率の向上に努めてください。

目的：組合独自製造飼料である、発酵ＴＭＲ飼料利用者の計画的利用拡大と健全経営の確立を支援し、併せ
て組合系統利用の推進を図る。

内容：本組合が供給した発酵ＴＭＲ飼料を一定量以上利用する生産者に交付する。

【４】発酵ＴＭＲ飼料利用対策奨励金交付事業（継続）

　ＦＤミックス
　　各四半期合計90.0トン以上（月平均30トン以上）：トン当たり 1,000円
　　各四半期合計48.0トン以上（月平均16トン以上）：トン当たり 　700円
　　各四半期合計22.5トン以上（月平均7.5トン以上）：トン当たり 　300円

事業体 名　称 ストロー容量
（ml）

融　解
温度（℃） 時間（sec）

家畜改良事業団 Sort90 0.5 38 15
ジェネティック GH－X 0.5 37 40

十勝人工授精所 T－X 0.5 35～37 40

ABS

野沢組

0.25 35～37 30

SEMEX Sexxed 0.25 37 40
World Wide Sires Gender SELECTed 0.25 35 45

内容：組合を通じて導入した、バーンクリーナー新設工事（事業費の１／２以内。上限1,000千円以内）、
バーンクリーナーチェーン等更新（事業費の１／２以内。上限500千円以内）を助成。（どちらの助
成額とも変動。予算8,500千円以内。高齢者且つ後継者不在を優先します）

　　　※詳細については各支所にお問い合わせください。

7
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全酪連の小窓　第88回 全酪連の小窓　５月号 ～暑熱対策キャンペーンについて～

全酪連の小窓 ５月号
～暑熱対策キャンペーンについて～

 新元号「令和」がスタートしましたね。元号が変わっただけで浮足立っている私です
が、皆様はいかがお過ごしでしょうか。今回は５月よりキャンペーンが始まりました重
曹関連製品についてご紹介させていただきますので次ページも併せてご確認ください。 

お問い合わせは…福島県酪農業協同組合 購買畜産課・各支所／事業所
　　　　　　　　または、全酪連スタッフまで！！

重曹の給与は酸性化したルーメン内pHを安定させ、飼料摂取量維持が期待できます。 
ヒートストレスを受けた牛は採食量を落とし、特に草を食べるのを嫌がります。牛のルーメン内
の正常なpHは6.2～6.8ですが、暑さで食欲を無くしても配合はしっかり食べるためルーメン内
では発酵が急激に進み酸性に傾きます。これにより人間でいう胃もたれ状態「ルーメンアシドー
シス」になりさらに食欲が低下します。草を食べないから乳脂肪は落ちる、食欲が落ちるから乳
量が落ちる、まして暑いから呼吸や発汗にエネルギーを使い、夏バテ状態となります。そこで酸
性に傾いたルーメンpHを適正な値に導いてくれる縁の下の力持ちが「重曹」なのです。 

Question：どうして夏に重曹を添加するの？

※ベルガファットに関しては、乳脂肪の低下に応じて給与量を変更させてください。初めて
給与する方、不明な点がある方はお問い合わせください。

※給与量の細字は平温時（通年給与推奨量）、太字は暑熱時における推奨量です。
※乾乳牛には給与しないでください。
※分離給与の場合は１日２回以上に分けて給与して下さい。
※コンフォートミックス・オートフィードミックス・ハイミックスブレンドには推奨量の重曹は添加されております。
　暑熱ストレスなどが気になる方は、推奨量の半分程度を目安として給与することをおススメします。

〇暑熱対策製品　給与目安と注意事項 
ゼンラク重曹 デーリィMGソーダ   ベルガファット ファットMG

100～200g／日 200～300g／日 50～200g／日 500g／日 

ヒートストレス

乾物摂取量低下

ルーメンpHの酸性化

反芻不足による唾液量減少

アシドーシス繁殖障害乳成分悪化
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暑熱対策資材キャンペーン
ZENRAKUREN

キャンペーン内容

対象製品ラインナップ

対象：全酪連　重曹製品・油脂製品 
「ゼンラク重曹」「デーリィMGソーダ」「ベルガファット」「ファットMG」

対象期間：令和元年  ５／１ ～ ８／末日令和元年  ５／１ ～ ８／末日
※上記期間中の引取り分までがキャンペーン価格対象となります

〇ゼンラク重曹（20㎏紙袋） 
✔　酸水素ナトリウム（重曹）を99％以上混合
✔　TMRに最適な経済的製品

2,200円／袋　2,000円／袋

〇デーリィMGソーダ（20㎏紙袋） 
✔　重曹50％、酸化マグネシウム13％を混合
　  相互作用でpH調整機能UP！
✔　嗜好性に優れたペレットタイプ

2,400円／袋　2,200円／袋 

〇ベルガファット（25㎏紙袋） 
✔　パーム油からなる100％植物由来の粉末油脂
✔　バイパス油脂（パルミチン酸）の組成割合が80％と多い
✔　どうしても乳脂肪が上がらない方に

4,670円／袋　4,470円／袋

〇ファットMG （20㎏紙袋） 
✔　重曹・酸化マグネシウムに加え、飽和脂肪酸を混合
✔　ルーメンpH調製とエネルギー補給を考慮

※ 表示価格は税別価格となります
4,100円／袋　3,900円／袋

おすすめ
TMR給与農家

おすすめ
TMR給与農家

おすすめ
分離給与農家

おすすめ
分離給与農家



K E N R A K U D A Y O R I

スミ
K E N R A K U D A Y O R I

スミ

ZENOAQ

駆虫について考えよう

牛の生活には様々な虫たちが関わっています。ルーメン内で飼料の消化に関わる有益な虫だけでな
く、身体の内外に寄生して食べた栄養を横取りしたり、寄生による痒みがストレスとなり牛の生産
性を低下させる虫たちがいます。

次のような痒がってかわいそうな牛さんはいませんか？
◎牛さんが柱や隣の牛さんにゴシゴシ擦り付けているところ
　見かけませんか？
◎牛さんが目いっぱい体を折り曲げて一生懸命舐めるところ
　見かけませんか？
◎牛さんがハエがいないのに尻尾を落ち着きなくブルンブルン
　振っているところを見かけませんか？

■駆虫していますか？

牛に関係する寄生虫は外部寄生虫と内部寄生虫の大きく２つに分類されます。

「もしかして 疥癬、 牛ジラミの影響かもしれませんよ・・・」

エプリネックストピカル
投与　前・後

体の表面に寄生し、直接目で見て症状や虫の確認を行うこともできます。
牛に痒みや吸血によるストレスを与えて生産性を低下させます。

■牛に関係する寄生虫とは

疥癬ダニノサシバエ ハジラミ

外部寄生虫

〒963-0196
福島県郡山市安積町笹川字平の上1－1
日本全薬工業㈱ 福島営業所
TEL024-945-2306　FAX024-945-9345

コーナー Vol.173
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疥癬は、微小なダニであるとゼンダニ類（主に食皮ヒゼンダニ：Chorioptes bovis）の寄生により
起こる皮膚炎です。食皮ヒゼンダニは牛の表皮や皮脂腺の分泌物を摂食し、その一生を牛の体表上
で過ごします。卵は２～５日でふ化し、幼ダニ、若ダニを経て成ダニに成熟します。卵から成ダニ
になるまでの期間は約２～３週間です。１匹のメスが一生の間に90個の卵を産卵すると言われてい
ます。

詳しくは組合診療課もしくはゼノアック担当にお問い合わせ下さい。詳しくは組合診療課もしくはゼノアック担当にお問い合わせ下さい。

エプリネックストピカルは
牛乳の休薬がゼロで、搾乳牛にも使用できます。
エプリネックストピカルは
牛乳の休薬がゼロで、搾乳牛にも使用できます。

食皮ヒゼンダニは牛の尾根部、後肢上部、乳房上部に痂皮（かさぶた）を形成し、強い痒みを引き
起こします。痒みは牛にとって大きなストレスとなり、生産性の低下をもたらします。右の写真の
ように、尾根部が脱毛し、痂皮のある牛がいたら、牛群が疥癬ダニに汚染されているサインです。

牛にストレスがかかると交感神経が刺激され、ア
ドレナリンが分泌されます。アドレナリンには血
管収縮作用があり、血流量が減少するため、乳腺
に届くオキシトシン量が少なくなり、射乳量が減
少します。これは過搾乳の原因となり、乳房炎の
発生リスクを高めます。

ストレスから牛を守るために、駆虫を行ってスト
レス要因の１つである疥癬による痒みから解放し
てあげましょう。エプリネックストピカルなら搾
乳牛にも投薬できます。

ストレスが引き起こす搾乳牛への影響

視床下部に刺激伝達

下垂体後葉からオキシトシン分泌

乳腺の筋上皮細胞が収縮

乳腺胞に貯留していた生乳が
乳腺槽に降下

正常な射乳のメカニズム

乳頭への刺激
（乳頭洗浄や前搾りなど）

卵は２～５日でふ化

幼ダニ、若ダニを経て
成ダニになる

食皮ヒゼンダニの生活環

卵から成虫になるまで
約２～３週間

乳牛で問題になることが多い疥癬ダニ とは？

11
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県　北　支　所

県　中　支　所

浜　　支　　所

県　南　支　所

JAふくしま未来（飯舘）

県　酪　合　計

酪農家戸数

戸数
（避難戸数）

支　所　名　称

区　　分

前年度
戸　数 前年比 育成 初妊 乾乳

妊娠
妊娠
搾乳

空胎
搾乳 小計 合計 前年度

頭　数

経　産　牛
乳　　　　牛　　　　頭　　　　数

前年比 １戸当
り頭数

戸 ％ 頭戸 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 ％ 頭

乳牛頭数調査集計表（公共機関を含む） 2019年３月31日現在

支　所　名　称

区　　分 月　別　分　娩　予　定　頭　数 販　　売　　乳　　量

2019
４月

2019
５月

2019
６月

2019
７月

2019
８月

2019
９月

2019
10月

生乳
出荷
戸数 1日当り

地域別販売乳量 1日1頭当り乳量
1日1戸
当り 搾乳牛 経産牛

頭頭 頭 頭 頭 頭 頭 戸 kg kg kg kg

県　北　支　所

県　中　支　所

浜　　支　　所

県　南　支　所

JAふくしま未来（飯舘）

県　酪　合　計

 （7）38 41 92.7 581 159 98 571 846 1,515 2,255 2,164 104.2 59.3

 78 83 94.0 356 102 169 427 864 1,460 1,918 1,953 98.2 24.6

 （34）10 10 100.0 86 26 19 78 125 222 334 335 99.7 33.4

 43 47 91.5 665 257 177 647 1,039 1,863 2,785 2,883 96.6 64.8

 （11）0 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 （52）169 181 93.4 1,688 544 463 1,723 2,874 5,060 7,292 7,335 99.4 43.1

 81 75 98 136 136 150 152 38 39,420 1,037 27.8 26.0

 75 75 74 96 117 108 153 78 34,041 436 26.4 23.3

 9 15 16 17 30 22 14 8 5,569 696 27.4 25.1

 114 120 125 164 169 158 231 43 43,987 1,023 26.1 23.6

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 279 285 313 413 452 438 550 167 123,017 737 26.8 24.3

　平成31年３月の受託乳量は、県全体で前年比
97.0％の実績でありました。
　団体別の受託乳量は、本組合が3,818㌧前年比
96.7％（対前年同月130㌧減）、全農県本部は1,861
㌧の対前年比97.5％（対前年同月47㌧減）の実績で
ありました。東北生乳販連の受託実績については、

前年比100.0％となりました。
　東北６県の中で青森県が6,024㌧対前年比106.0%、
山形県が5,422㌧前年比104.5%で前年より伸びまし
た。
　なお、全国の受託実績は対前年比99.9％となりま
した。

平成30年度受託乳量の状況

　３月東北全体の用途別販売状況については、加工
向けが108.9％、醗酵乳向けが104.6％、生クリーム
向けが前年比104.1％と前年を上回り、飲用向けが
97.5％、学乳向けが94.3％、チーズ向けが98.9％と

前年を下回り推移した。
　なお、今月の酪王乳業の生乳使用量は日量平均
48.9㌧（前年比105.4%）で、本組合生産量の39.7％、
県全体生産量の26.7％を処理しています。

平成30年度用途別販売乳量の状況（東北全体）
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 4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月 10月 11月 12月  1 月  2 月  3 月

単位・トン
6,000
5,500
5,000
4,500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000

30年度
29年度

28年度
27年度
26年度

団　　体　　名

県　　酪　　協
全農福島県本部
合　　　　　計
東 北 生 乳 販 連
全　　　　　国

受託乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

団体別受託乳量の状況
３　　月　　分

 3,818 123.2 96.7
 1,861 60.0 97.5
 5,679 183.2 97.0
 45,458 1,466.4 100.0
 609,549 19,662.9 99.9

用　途　別 販売乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

シェア
（％）

（東北全体３月）

備考
1）買取乳量を除く

飲　用　向　け
加　工　向　け
学 校 給 食 向 け
醗 酵 乳 向 け
生クリーム向け
チ ー ズ 向 け

合　　　計

 29,392 948.0 97.5 64.7
 6,313 204.0 108.9 13.9
 1,518 49.0 94.3 3.3
 7,335 237.0 104.6 16.1
 718 23.0 104.1 1.6
 182 6.0 98.9 0.4
 45,458 1,467.0 100.0 100.0

平成30年度３月別支払乳価表平成30年度３月別支払乳価表

　３月分支払乳価については、前年と比べ、飲用向
け及び醗酵乳向け・加工向け・生クリーム等向け価
格は据え置き、チーズ（ハード）向け４円、チーズ
（ソフト）向け５円値上げで取引され、学乳向け取
引が春休みで供給が減り、加工向け数量が増加した
ため、前年対比でプール乳価、補給金、集送乳調整
金単価合せて前年より０円28銭９厘下回る単価と
なりました。

増　　減項　　目 前年同月

（注）上記合計は、脂肪率３．５％・無脂固形率８．３％の補給金込みの乳
価。
平成30年４月より加工原料乳（加工・生クリーム・チーズ向）に対し、
補給金と集送乳調整金の２つに分け支払いをしています。

前々年同月
プール乳価
補給金単価

集送乳調整金単価
合　　計

■東北全体プール乳代金 4,594,446千円 単価104.561円
■  内  福島県分プール乳代金① 549,118千円 単価104.561円
　　　　 プール対象外乳代金② 65,023 千円

（学乳向け・買取向け乳代金）
　　　　　　合計乳代金①＋② 614,141千円単価 108.138円

 102円660 103円103 －0円443 102円912
 　1円311 　1円544 －0円233 　1円705
 0円387 0 0円387 0
 104円358 104円647 －0円289 104円617

31年３月

合　計 4  月  5  月  6  月  7  月  8  月  9   月 10  月 11  月 12  月  1   月  2   月  3   月
26年度
27年度
28年度
29年度
30年度

前年比％

年度 月

月別受託乳量　県酪協（トン）

4,148
3,921
4,094
3,958
3,865
97.7

4,185
4,061
4,231
4,132
3,927
95.0

3,879
3,836
4,025
3,940
3,768
95.6

3,775
3,802
4,029
3,880
3,758
96.9

3,749
3,575
3,839
3,740
3,617
96.7

3,886
3,830
3,889
3,820
3,687
96.5

45,959
45,129
46,811
45,750
44,091

96.4

4,035
4,071
4,031
3,948
3,818
96.7

3,703
3,658
3,894
3,778
3,757
99.4

3,621
3,513
3,717
3,622
3,565
98.4

3,620
3,486
3,664
3,637
3,385
93.1

3,781
3,668
3,822
3,797
3,572
94.1

3,577
3,708
3,576
3,498
3,369
96.3
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年次別・月別支払乳価一覧（補給金・集送乳調整金を含む）
年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均
30年度 105.316 106.566 107.245 106.734 104.684 108.041 107.673 107.183 104.902 105.545 106.664 104.358 106.242
29年度 105.107 106.247 107.367 106.918 104.637 107.789 107.187 107.002 104.876 105.603 106.317 104.647 106.141
28年度 105.156 106.012 106.878 105.825 104.876 107.459 107.162 106.517 104.921 105.823 106.675 104.617 105.993
27年度 105.116 105.882 106.888 105.964 105.240 107.090 107.342 106.859 105.204 105.468 106.726 104.446 106.019
26年度 100.739 102.193 103.829 102.826 101.978 104.278 104.043 104.000 102.000 102.606 103.222 101.321 102.753

第282回  県酪協乳牛市場成績

区分 畜種 雌雄 成 立 数
（成 立 率）

最 高 価 格
最 低 価 格

平 均 価 格
（前 回 比）

平 均 体 重
（前 回 比）

平 均 単 価
（前 回 比）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

ET和牛
初生牛

ET和牛

乳　　牛

交 雑 牛

メス

雄

メス

雄

メス

雄

価格：円（落札価格）　率・比：％　　体重：㎏

 1 416,000 416,000 90 4,622

 100 416,000 91 99 92

 19 698,000 538,211 100 5,357

 100 190,000 103 95 107

 1 24,000 24,000 61 393
 100 24,000 56 113 49 

 74 196,000 136,068 74 1,850

 100 1,000 104 104 100

 45 398,000 312,733 75 4,145

 98 204,000 123 106 115

 56 405,000 380,000 79 3,785

 100 280,000 121 110 87

平成31年 4月12日開催 購買者数　18名（うち県外 8名）

初生牛の畜種毎価格帯別分布表

畜  種 雌雄

ET和牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

交雑牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

乳　牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

（ 0 は0.1～0.9万円、 1 は1.0～1.9万円、以下同様。尚、落札価格です。）

1
3 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1

1
1 2 1 1 2 4 4 3 1 1 1 5 3 5 6 3 5 19 7

1 2 1 1 1 1 3 4 4 2 8 7 4 2 2 1 1
1 1 1 2 1 1 13 12 20

<10 ～ 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

<35 36 ～ 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 ～ 60 61 62 63 64 65 66

0 <1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

67 68 69

24

40

4

2
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４月１日	 棚卸監査

４月５日	 全国酪農協会役員会、三役・建設委員

会合同会議、ネットワーク委員会

４月９日	 酪農青年研究連盟第47回通常総会

	 福島県酪農協青年部通常総会

４月10日	 やまびこ会通常総会

４月11日	 福島県ホルスタイン改良同志会通常総会

４月12日	 セリ市場

４月20日	 第50回福島県ホルスタインショー

４月24日	 第１回理事会

４月24日	 復興牧場建設委員会

４月25日	 全国畜産配合飼料価格安定基金総会

４月26日	 酪王乳業㈱取締役会

４月26日	 ㈱らくのう乳販取締役会

４月26日	 第１回経営検討会

組　合　の　動　き　　４　月

第１回　４月24日

理　　事　　会

■ 　議　　案　 ■

議案第１号	 令和元年度事業計画（案）並びに収支
予算（案）について

議案第２号	 令和元年度生産奨励対策について
議案第３号	 令和元年度支部活動費等交付金について
議案第４号	 子会社の株主総会における議決権の委

任について
議案第５号	 哺育センターの預託料改訂について

■ 　報告事項　 ■

１）関係団体役員候補者推薦の推薦について
２）復興牧場について
３）今後の日程について
４）中期予定用について
５）支所座談会の日程調整について
６）総会の議長について
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発行者　福島県酪農業協同組合　　発行責任者　常務理事　岡　正宏
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（材料：4人分）

・じゃがいも……………… 3個
・鯵………………………… 3尾
・大葉…………………… 10枚
・こしょう……………… 少々
・小麦粉……………………40g
・パン粉………………… 適量
・味噌………………… 大さじ1
・しょうが… ………小さじ1～2

・カボチャ（スライス）
　………………………… 8枚
・牛乳………………… 480ml
・プレーンヨーグルト
　……………………… 320g
・スライスチーズ…………75g
・無塩バター………………40g

平成30年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

平成30年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

郡山女子大学附属高校
髙橋　　藍さんの作品鯵とじゃがいものミルフィーユ

『ほっとMilk』投稿募集について
１．テーマは自由（ほっと(^o^)する話題がいいですね）
　　◎文章だけでも結構です。
　　◎写真があると最高です。

２．受付（常時受け付けしています）
　　メール・ＦＡＸ・支所経由・直接持参、何でもＯＫです。
　　E-mail : yuuki-saitou@fukuraku.or.jp・FAX0243-33-1103

●作り方
①　じゃがいも（薄切り）、鯵の下処理（３枚にお

ろし）をする。
②　牛乳・ヨーグルトを混ぜて、温める。
③　鍋にバターを入れて溶かし、小麦粉を加えてひ

とかたまりにする。
　　②を少しずつ加えてホワイトソースを作る。そ

こにこしょうを加え、味付けをする。
④　じゃがいもとカボチャをゆでる。
⑤　じゃがいもの薄切りを皿に敷く。

⑥　３枚おろしにした鯵をまな板の上でたたき、大
葉としょうが・味噌を加えて更にたたく。

⑦　⑤の上に③を入れてその上に④のカボチャと⑥
を入れる。

⑧　⑦をもう１回繰り返し、チーズ・パン粉の順に
入れる。

⑨　⑧をオーブンに入れ250℃で15分間焼く。

じゃがいもと鯵のうま味がマッチしている。


